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前
夏
号
で
速
報
し
た
「
囲
碁
を

小
中
学
校
の
正
課
に
」
の
10

万
人
署
名
が
整
い
、
12
月
22
日
午

後
4
時
、
松
野
博
一
文
部
科
学
大

臣
に
陳
情
が
実
現
し
た
。

　
今
回
の
陳
情
ま
で
に
は
、
馳

大
臣
か
ら
松
野
大
臣
へ
交
替
が

あ
り
、
超
多
忙
な
大
臣
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
調
整
が
難
し
く
、
や
っ

と
決
ま
っ
た
11
月
25
日
の
ア
ポ
も

突
然
中
止
に
な
り
、
年
内
は
と
て

冬
2017

● 文科大臣面会速報…………
● 全国署名数ランキング……
● 菊ちゃんの碁遊録 ………
● ランキング大会結果………
● 碁会所紹介…………………
● 広報から …………………

P1
P2
P3
P4
P6
P7

松野文科大臣に悲願の陳情書を渡す菊池全碁協理事長、
右は團日本棋院理事長

「囲碁は碁学です」と話す後藤田議員（左手前）、
大臣左は菅直人元首相

今号の主な内容

も
無
理
か
と
諦
め
ム
ー
ド
の
中
の

朗
報
だ
っ
た
。

　
松
野
大
臣
は
、
民
間
企
業
（
ラ

イ
オ
ン
）
か
ら
松
下
政
経
塾
を
経

て
政
界
に
入
り
、
早
朝
に
登
庁
し

て
各
分
野
の
勉
強
を
す
る
真
面
目

で
慎
重
な
人
物
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
大
臣
の
エ
ッ
セ
イ
を
読
む
と
ラ

イ
オ
ン
時
代
に
は
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ

ビ
朝
ワ
イ
ド
の
Ｃ
М
の
現
場
体
験

な
ど
幅
広
い
分
野
の
話
が
書
か
れ
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9
号

［発行］全日本囲碁協会  東京本部
〒104-0028 東京都中央区八重洲 2-2-1 住友生命ビルB1 いずみ囲碁ジャパン内
TEL 03-5202-6006  FAX 03-5302-6093  Eメール izumiigo@bloom.ocn.ne.jp

て
い
る
。

　
控
室
に
通
さ
れ
る
と
、
既
に
菅

直
人
元
首
相
（
囲
碁
文
化
振
興
議

員
連
盟
代
表
）
と
松
下
新
平
議
員

が
待
っ
て
居
た
。
暫
し
雑
談
の
後
、

大
臣
室
に
移
動
す
る
際
、フ
ー
フ
ー

と
運
ん
で
き
た
署
名
簿
の
束
（
写

真
・
実
物
は
こ
の
10
倍
）
を
「
私

が
お
持
ち
し
ま
し
ょ
う
」
と
素
手

で
軽
々
と
運
ん
で
く
れ
た
松
下
新

平
議
員
に
感
動
す
る
。

　
松
野
大
臣
は
小
柄
な
体
躯
に
誠

実
さ
が
滲
み
出
た
眼
差
し
で
我
々

を
迎
い
入
れ
た
。

　
全
碁
協
・
藤
井
陽
光
特
任
顧
問

か
ら
陳
情
の
趣
旨
説
明
の
後
、「
現

場
の
先
生
の
負
担
が
増
え
な
い
様

に
、
署
名
簿
に
あ
る
全
国
の
囲
碁

普
及
に
携
わ
る
団
体
・
個
人
が
お

手
伝
い
し
ま
す
。
我
々
の
民
活
を

遂
に
文
部
科
学
大
臣
に

陳
情
が
実
現
！
文
＝
川
村
麻
紗
子

活
用
し
て
く
だ
さ
い
」
と
内
久
根

孝
一
専
務
理
事
の
発
言
を
受
け
、

大
臣
か
ら
「
私
自
身
は
囲
碁
は
嗜

ま
な
い
が
、
総
合
学
習
の
国
際
文

化
と
伝
統
文
化
の
二
本
柱
の
伝
統

文
化
と
し
て
全
力
で
囲
碁
を
検
討

し
て
み
た
い
」
と
心
強
い
言
葉
を

頂
い
た
。

　
す
か
さ
ず
後
藤
田
正
純
議
員
か

ら
「
囲
碁
は
碁
学
で
す
」
の
発
言

に
場
が
和
ら
ぎ
活
き
づ
い
た
。

　
他
の
出
席
者
は
、
菊
池
康
郎
全

碁
協
理
事
長
、
桑
原
青
人
専
務
理

事
、
柳
本
卓
治
議
員
（
囲
碁
文
化

振
興
議
員
連
盟
代
表
）、
尾
身
幸
次

元
財
務
大
臣
秘
書
・
根
岸
千
種
氏
、

小
川
勝
也
議
員
秘
書
・
梶
原
博
之

氏
、
團
宏
明
日
本
棋
院
理
事
長
、

週
刊
碁
小
高
記
者
、
読
売
岡
崎
記

者
、
全
碁
協
広
報
委
員
長
川
村
。

　
こ
の
後
、
い
ず
み
囲
碁
ジ
ャ
パ

ン
に
於
い
て
、
報
道
機
関
へ
の
説

明
会
が
行
わ
れ
、
読
売
、
毎
日
、

朝
日
、
日
経
、
共
同
通
信
、
囲
碁

将
棋
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
出
席
。

「
将
棋
と
一
緒
に
出
来
な
い
か
」「
今

後
の
見
通
し
と
課
題
」
等
が
話
し

合
わ
れ
た
。

　
兎
に
も
角
に
も
第
一
歩
が
踏
み

出
せ
た
の
だ
。

　
文
科
省
へ
の
今
後
の
働
き
か
け
と

囲
碁
連
盟
始
め
全
国
の
普
及
指
導

員
を
全
碁
協
へ
入
っ
て
貰
う
等
の
環

境
づ
く
り
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
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こ
こ
１
年
半
に
わ
た
り
、

展
開
し
て
き
た
「
囲
碁

を
小
・
中
学
校
の
正

課
に
」
の
10
万
名
署
名
運
動
は
、

９
月
末
11
万
名
に
達
し
た
の
で

い
よ
い
よ
陳
情
で
す
。
只
こ

れ
は
今
日
言
っ
て
明
日
で
き
る

と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

何
し
ろ
「
教
育
審
議
会
」
と
言

う
の
は
か
っ
て
は
（
現
在
は
多

少
変
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
）

10
年
に
一
度
（
緩
慢
と
言
う
わ

け
で
は
な
く
、
教
育
は
国
の
根

幹
。
こ
ろ
こ
ろ
変
え
る
よ
う
な

も
の
で
は
な
い
と
言
う
こ
と
な

の
で
し
ょ
う
）
の
も
の
な
の
で

す
。
な
ら
ば
そ
の
間
、
我
々
は

黙
っ
て
待
っ
て
い
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
か
。
ノ
ー
、
寸
刻
を

惜
し
ん
で
行
動
に
出
ね
ば
な
ら

な
い
事
が
あ
る
。
実
は
現
在
で

も
難
し
い
環
境
の
中
で
、
学
校

で
の
囲
碁
教
育
に
何
ら
か
の
形

（
正
課
で
は
な
く
）
で
関
わ
っ

て
い
る
人
達
が
い
る
。
こ
の
パ

イ
プ
を
よ
り
多
く
よ
り
太
く
し

て
い
く
。
こ
の
方
々
は
、
地
域

に
密
着
し
「
転
勤
の
な
い
囲
碁

◆表の見方 : 人口 1000 人に 1 人が基準値と考えその比率が 1.00 を超えるところには　　  
　　　印が付してあります。
◆一言コメント欄：1. 文字数の関係で個人名、敬称略。2. 組織名で「囲碁サロン○○」の
場合囲碁サロン省略の場合あり。3.組織名○○、代表者名を記載。4. 掲載者上位 3～5 位

（票数順）。

先
生
」
に
な
り
う
る
の
だ
。
こ

れ
っ
て
民
活
だ
と
思
わ
れ
ま
せ

ん
か
。
行
政
へ
の
貢
献
で
す
よ
。

そ
れ
が
そ
の
ま
ま
「
正
課
へ
の

環
境
作
り
」
に
貢
献
す
る
。
た

だ
そ
う
す
る
為
に
は
、
予
算
も

必
要
だ
。
仮
に
シ
ス
テ
ム
は
10

年
で
も
予
算
は
単
年
度
で
出
来

る
は
ず
。
現
在
で
も
細
々
と
し

た
も
の
は
あ
る
が
こ
れ
を
も
っ

と
太
い
も
の
に
す
る
よ
う
に
願

う
。
そ
れ
に
10
万
人
の
声
を
生

か
さ
ね
ば
と
思
う
。
あ
の「
一
言
」

に
書
か
れ
て
い
る
子
供
教
育
へ

順位
都道
府県

 人口
（万人） 署名数 人口比（‰） 一言コメント

1
2
3
4
5
6
7
8

9
10

11
12

14

15

21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46

48

77
140
140
117
610

195
57

1300

110
115

74
190
370
700

 
84

230
540
870
137
140

258
280
180
105
196

230
510
107
730
550

70
80
80

140
167

200
190
129
110
140

180
100

– 

289
200
900

133
100

3603
3259
2970
1916
9608

3047
886

18628

1528
1502

923
2172
4231
7875

889

1704
3813
5948

920
901

1587
1677
1070

607
1126

1171
2391

482
3194
2387

272
305
280
474
549

630
391
264
213
205

237
133
116

2953
2006
8885

1162
752

4.68 
2.33 
2.12 
1.64 
1.58 

1.56 
1.55 
1.43

 
1.39 
1.31 

1.25 
1.14 
1.14 
1.13 

1.06 

0.74
0.71 
0.68 
0.67 
0.64 

0.62
0.60 
0.59 
0.58
0.57 

0.51
 0.47 
0.45 
0.44 
0.43 

0.39
0.38 
0.35 
0.34 
0.33 

0.32 
0.21
0.20 
0.19 
0.15 

0.13 
0.13 

– 

1.02 
1.00 
0.99 

0.87 
0.75 

徳島
長崎
沖縄
大分
千葉
群馬
鳥取
東京

山形
石川
高知
福島
静岡
埼玉
 
佐賀

宮城
北海道
大阪
奈良
愛媛
京都
広島
熊本
秋田
栃木
新潟
福岡
富山
愛知
兵庫
島根
山梨
福井
滋賀
鹿児島
岐阜
岡山
岩手
宮崎
山口
三重
和歌山
海外
合計 111842

県連（高木）、坂部三吉、すごい!! 全国の頂点へ。
NPO法人子供（田浦）、岩本かつみ、佐藤義弘、山田貞
県連（石嶺）大健闘、琉心会勝山病院（島袋）、比嘉克己
わくわく子供（吹上）、石おと（鎌江）、善昭会オアシス病院（日野）
鎌須賀秀樹、新松戸囲碁（長尾）、三浦宏朗、囲碁かまくら、薬園台囲碁（宮下）
県連結束すごい !!（柴山）、杉山淑子、金井俊夫、原沢正
足立昭治（文化功労賞受賞）、持木信雄
㈱ TBS（上河）、天空囲碁（河野）、岡本武夫、釼木鉄之助、
住生町田、桑原恒雄、鈴木陸、豊田奎介、（株）ニコン、
見留眞、（株）オルタスジャパン
笹崎穏司、石山義信、住生山形
県連（中島）、松崎弘一郞、シトラス（押田）
棋院高知県支部（前川）、矢野孝昭、水田耕吉、明神輝男
棋院福島（宮腰）、会津中央病院、高橋日出夫
甲田一雄、奥田吉郎（逝去）、棋院沼津（菅沼）、、KKメンテック管財（大滝）
南越谷囲碁（樋口）、棋院桜ヶ丘（北岸）、kk前澤工業（松原）、
優碁（北原）、青木君子、大島茂則
棋院佐賀中央（久保）、永原醸英、行武登

武田康治、住生仙台、棋院仙台長町支部
尾越囲碁サロン、杉本紘一、旭川銀座、札幌正美、棋院恵庭
菅田浩嘉、堺東囲碁（松永）、森野節男、西垣弘康
円田陽一、牧野正夫、中島好則
県連（清水）、住生新居浜、八木英夫
棋院京都本部、岩木節子、糸井囲碁（糸井庚代子）、嵯峨囲碁（山田）
囲碁サロン手談（向山）、棋院福山、もう一寸欲しい。
ＮＰＯ法人熊本（江藤）、坂崎京子、西山育子
住生横手（右馬野）、柴田綺美、藤井陽光
羽鳥寿郎、井上光夫、今市囲碁（渡辺）
長岡囲碁（小方）、万代囲碁（星山）、高田囲碁（木村）、佐藤芳夫
水巻会館（久良木）、高田サロン（平野）、藤崎囲碁（河原）
県連（広田）、竹田明行
梅村美智子、住生名古屋、Tarouza（江川）、高岡誠弥。
長谷川加奈美、山田規喜、岡田泰信、住吉雅敏
囲碁連盟（若杉）、西村悟、吉田滋
北斗囲碁教室、青山貴夫、後続なし残念
西田誠八、酒井哲夫、住生福井
西谷靖男、友を増やしたいですね。
和田博秀、須見半、芥建男、追込み及ばず。
渡辺定康、住生岐阜、本友棋（吉村）
佐田紀真、棋院岡山（柘植）、塩見勝敏、大県だが。
住生盛岡、棋院釜石支部（山崎）　碁界に元気を !!
元吉製作所、棋院宮崎、　後続が欲しい。
畠中孝、棋院下関、後続者が欲しかった。
吉田守男、一人じゃ碁は打てませんよねー。
県連といえば最低複数なければとご本人が云う惨状。
ワーナー・マコヴィッキー

の
切
々
た
る
思
い
。
そ
れ
を
無

視
す
る
日
本
の
文
科
省
で
は
な

い
で
し
ょ
う
。

　

実
は
今
回
の
署
名
陳
情
書
に

は
子
供
教
育
に
情
熱
を
注
い
で

い
る
教
室
の
代
表
者
約
１
６
０

名
（
署
名
活
動
へ
の
協
力
の

中
で
我
々
が
把
握
出
来
た
も

の
。
本
当
に
大
事
な
人
達
な
の

だ
。
実
際
は
も
っ
と
多
い
だ
ろ

う
が
）
の
方
々
が
名
を
連
ね
て

く
れ
て
い
る
の
だ
。
更
に
、
日

本
の
主
要
囲
碁
団
体
も
多
数
連

名
で
。
将
に
囲
碁
界
の
総
力
で
す
。

平 均 値 0.91

全国
署名数ランキング

文＝内久根孝一

署名運動。目標達成―陳情へ。
転勤のない先生ネット構築を急げ !!

都道府県別署名数（2016.10.19 現在）

茨城
長野
神奈川

青森
香川

16
17
18

19
20

伊藤貞雄、囲碁石井（啓）、桜井智之、鈴木正幸、北川実
内久根嘉子、住生長野、羽田普一、黒岩巌
小泉賢司、塩見昭、小柴会（宮本）、鶴見石処、
本厚木囲碁（村越）、三浦正俊、兵藤進、前川則夫

棋院青森支部（蛯名）、住生青森（石川加共子）、八戸支部（佐々木）
清流（宮本）、伊達教室（昌希）、県連（松浦）
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今
井
正
明
さ
ん
は
、「
カ
イ
ゼ

ン
」
で
、
日
本
よ
り
世
界
で
有

名
な
第
一
回
ゲ
ス
ト
に
ふ
さ
わ

し
い
国
際
人
で
す
。

　

東
大
卒
業
後
、
ア
メ
リ
カ
に

五
年
滞
在
。
生
産
性
本
部
の
通

訳
と
し
て
、
ト
ヨ
タ
の
名
誉
会

長
始
め
、
日
本
企
業
ト
ッ
プ
と

世
界
視
察
に
同
行
す
る
。
そ
の

時
の
体
験
が
今
井
さ
ん
の
骨
格

と
な
り
帰
国
後
、
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
教
授
等
と
人
材
派
遣
会
社

を
創
立
し
、
二
百
を
超
え
る
日

本
企
業
を
ア
シ
ス
ト
す
る
。

 

「
日
本
の
企
業
は
一
味
違

う
。
日
本
の
成
功
は
素
晴

ら
し
い
。
そ
の
秘
策
を
教

え
て
欲
し
い
」
の
要
望
に

一
九
八
六
年
、
改
善
協
会

（Kaizen Institute

）
を

設
立
。
昭
和
五
年
生
ま
れ

86
歳
の
今
も
世
界
30
カ
国

に
「
改
善
」
の
事
務
所
を

持
ち
、
一
年
の
三
分
の
一

は
海
外
だ
と
言
う
。

　

若
さ
と
健
康
の
秘
訣
を

伺
う
と
「
語
学
と
碁
学
で

す
。
語
学
の
お
蔭
で
海
外

で
面
白
い
経
験
を
し
、
碁

は
私
に
と
っ
て
自
分
の
向

上
を
図
る
機
会
で
す
。
今
日
よ

り
明
日
と
力
を
付
け
、
常
に
前

よ
り
ど
れ
だ
け
新
し
い
手
を
使

え
る
か
に
興
味
が
あ
る
」
と
正

に
改
善
の
人
だ
。

　

囲
碁
と
の
出
逢
い
は
大
学
の

時
。
棋
風
を
伺
う
と
「
攻
め
碁

で
す
。
守
ら
ず
に
攻
め
過
ぎ
て

後
半
に
な
っ
て
困
っ
て
い
た
。

今
は
攻
め
る
為
に
は
先
ず
守
る

事
を
心
が
け
て
い
る
」

　

も
う
一
つ
大
切
に
し
て
い
る

事
が
「
整
理・整
頓・清
掃・清
潔・

躾
」
だ
そ
う
だ
。

 

「
家
で
は
私
が
や
っ
て
い
ま
す
の

よ
」
と
奥
様
。「
ゴ
ミ
は
捨
て
ゝ

る
よ
」
と
普
通
の
夫
婦
の
会
話

が
可
笑
し
い
が
、
海
外
に
い
つ

碁
遊
録

菊
ち
ゃ
ん
の文

＝
川
村
麻
紗
子

若
さ
の
秘
訣
は
語
学
と
碁
学

菊池康郎理事長と 4子で対戦する今井正明氏

も
同
伴
し
て
く
れ
る
則
子
夫
人

に
は
感
謝
し
て
い
る
と
の
事
だ
。

 

「
現
状
に
満
足
せ
ず
、
ど
ん
な

状
況
状
態
で
も
、
コ
ス
ト
削
減

を
図
り
つ
ゝ
、
よ
り
品
質
の
高

い
製
品
と
サ
ー
ビ
ス
を
オ
ン
タ

イ
ム
で
消
費
者
に
届
け
る
〝
改

善
の
精
神
〟
を
も
っ
と
世
界
に

広
め
た
い
。
後
十
年
は
頑
張
る
」

と
熱
く
語
る
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

な
パ
ワ
ー
に
感
動
す
る
。

　

今
井
さ
ん
は
欧
州
人
顔
負
け

の
長
考
派
だ
。
こ
の
対
局
の
前

に
猛
特
訓
を
し
た
と
か
。

 

「
最
後
ま
で
勝
て
る
と
は
思
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。」
と
四
子
で

二
目
残
し
、
満
面
の
笑
顔
だ
っ
た
。

1
今
井
正
明 

氏

連 載

カイゼンの笑顔

総譜（1 ～119） 菊
池
康
郎
理
事
長
が
、

碁
仲
間
と
お
手
合
わ

せ
す
る
コ
ー
ナ
ー
を

開
設
し
ま
し
た
。
第
1
回
は
今

井
正
明
さ
ん
で
す
。 

　

白
9
の
カ
ケ
に
黒
10
、
白
23

の
マ
ゲ
に
は
黒
24
の
ケ
イ
マ
と

今 

井
さ
ん
気
合
十
分
で
す
。
し

か
し
黒
36
は
失
着
、
黒
39
と
マ

ゲ
て
抵
抗
し
た
か
っ
た
で
す
。

　

黒
44
の
打
ち
込
み
以
下
見
事

な
打
ち
ぶ
り
で
、
黒
62
と
切
り

か
ら
存
分
に
攻
め
、
実
力
を
発

揮
し
ま
し
た
。

　

下
辺
、
白
１
０
９
の
押
し
に

黒
１
１
０
か
ら
１
１
２
の
二
段

バ
ネ
は
よ
い
気
合
い
で
、
黒

１
１
８
の
カ
カ
エ
ま
で
今
井
さ

ん
巧
く
ま
と
め
ま
し
た
。

 

「
常
に
反
撃
の
精
神
を
持
っ
て

お
ら
れ
、今
井
さ
ん
お
強
か
っ

た
で
す
」
と
、
理
事
長
の
感
想

で
し
た
。

　

1
1
9
手
以
下
略　

黒
2
目

勝
ち

2016 年 9月 22 日 

　　　菊池康郎
四子　今井正明  



平成 29年 1月15日発行

ご
あ
い
さ
つ

　

文
部
省
関
係
者
の
「
か
と

う
会
」
で
長
年
ご
指
導
い
た

だ
い
た
加
藤
正
夫
先
生
が
、

日
本
棋
院
理
事
長
時
代
に
囲

碁
を
学
校
教
育
に
と
取
り
組

ん
で
お
ら
れ
た
こ
と
を
想
起

し
ま
す
。
何
か
の
お
役
に
立

て
れ
ば
幸
い
で
す
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
9
年
生
ま
れ
。
東
大
法

学
部
卒
業
。
文
部
省
大
臣
官

　
左
記
に
お
二
人
の
特
任
顧
問

の
紹
介
を
自
己
紹
介
で
掲
載

し
ま
す
。
お
二
人
と
も
「
か
と

う
会
（
故
加
藤
正
夫
九
段
の

会
）」
を
40
年
に
わ
た
っ
て
中

核
と
し
て
運
営
さ
れ
て
き
た
超

囲
碁
愛
好
家
で
す
。
更
に
同
時

に
文
科
行
政
に
も
長
き
に
わ
た

り
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

各
面
か
ら
の
御
協
力
が
得
ら
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

特
任
顧
問　

加
戸 

守
行

4
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２
０
１
６
年
10
月
23
日
（
日
）

全
日
本
囲
碁
協
会
の
『
第
６
回
ラ

ン
キ
ン
グ
大
会
』
が
東
京
・
八

重
洲
の
「
い
ず
み
囲
碁
ジ
ャ
パ

ン
」
に
て
開
催
さ
れ
た
。
参
加

者
は
総
勢
１
４
４
名
、
Ａ
～
Ｅ

の
５
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
オ
ー
ル
互
先
の

手
合
い
、
全
４
局
で
行
わ
れ
た
。

　

最
上
位
の
Ａ
ク
ラ
ス
で
は
２

回
戦
で
平
岡
聡
さ
ん
（
第
２
回
ラ

ン
キ
ン
グ
１
位
）
が
三
浦
太
郎

く
ん
（
今
年
の
小
学
生
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
）
に
敗
れ
、
村
上
深
さ

ん
（
第
４
回
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
・

今
年
の
全
国
ア
マ
名
人
準
優
勝
）

が
３
回
戦
で
藤
井
陽
光
さ
ん
に

敗
れ
た
。
大
御
所
の
菊
池
康
郎
理

事
長
が
三
浦
く
ん
と
藤
井
さ
ん

を
倒
し
４
戦
全
勝
で
優
勝
し
た
。

菊
池
理
事
長
は
「
当
然
の
結
果
、

な
ん
ち
ゃ
っ
て
、
こ
ん
な
珍
し
い

事
も
た
ま
に
は
あ
り
ま
す
」
と

目
を
細
め
て
喜
ん
で
い
た
。

各
ク
ラ
ス
の
優
勝
、
準
優
勝
、
３
位
は
以
下
の
通
り
。

第
6
回
ラ
ン
キ
ン
グ
大
会

「
当
然
と
言
い
た
い
が
実
は
大
穴
！
」  

  菊
池
理
事
長
久
方
振
り
の
快
挙
！

全体の様子

Ａクラスの様子

各
ク
ラ
ス
の
結
果

優　
勝　
菊
池　
康
郎   

4
勝
0
敗（
全
碁
協
）

準
優
勝　
藤
井　
陽
光   

3
勝
1
敗（
渋
谷
）

3　
位　
村
上　
深　

   

3
勝
1
敗（
全
碁
協
）

優　
勝　
高
橋　
俊
光   

4
勝
0
敗（
い
ず
み
）

準
優
勝　
市
瀬　
国
興   

4
勝
0
敗（
い
ず
み
）

3　
位　
野
中　
遥
真   

4
勝
0
敗（
I
G
O
）

優　
勝　
奥　
　
真
也   

4
勝
0
敗（
い
ず
み
）

準
優
勝　
谷
口　
照
生   

4
勝
0
敗（
い
ず
み
）

3　
位　
上
田　
正
徳   

4
勝
0
敗（
燦
々
）

優　
勝　
深
田　
豊
作   

4
勝
0
敗（
い
ず
み
）

準
優
勝　
笠
木　
慎
介   

3
勝
1
敗（
新
宿
秀
策
）

3　
位　
和
泉　
可
威   

3
勝
1
敗（
I
G
O
）

優　
勝　
鹿
島　
宏
紀   

4
勝
0
敗（
い
ず
み
）

準
優
勝　
間
瀬　
茂　

   

4
勝
0
敗（
石
音
）

3　
位　
中
谷　
郁
子   

3
勝
1
敗（
京
浜
川
崎
）

3　
位　
高
尾　
春
香   

3
勝
1
敗（
I
G
O
）

ABCE D

「
当
然
と
言
い
た
い
が
実
は
大
穴
！
」  

  菊
池
理
事
長
久
方
振
り
の
快
挙
！

Ａクラスの入賞者
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8
月
中
旬
か
ら
、
川
崎
市
に
あ

る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
囲
碁

入
門
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
機
関
紙
に
た
び
た
び
寄
稿
さ

れ
て
い
る
内
科
医
の
飯
塚
あ
い
さ

ん
の
「
囲
碁
と
認
知
機
能
に
関
す

る
研
究
」
の
一
環
で
す
。

　

な
に
は
な
く
と
も
、
臨
床
研
究

を
多
く
行
い
、
デ
ー
タ
を
多
く
備

え
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
い
う

の
は
、
原
則
と
し
て
「
65
歳
以
上

で
要
介
護
度
3
以
上
」
が
入
所
条

件
で
す
。

　

要
介
護
度
3
と
は
中
等
度
の
介

護
を
要
す
る
状
態
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
以
下
の
ど
れ

か
、
ま
た
は
複
数
が
合
わ
さ
っ
た

状
態
を
い
い
ま
す
。

● 

入
浴
や
排
泄
な
ど
の
行
動
に
手

助
け
が
必
要

● 
立
ち
上
が
り
や
歩
行
な
ど
に
手

助
け
が
必
要

● 

認
知
機
能
に
関
連
す
る
症
状
が

あ
ら
わ
れ
る

● 

身
だ
し
な
み
や
居
室
の
掃
除
な

ど
の
動
作
に
手
助
け
が
必
要

　

お
そ
ら
く
、囲
碁
に
携
わ
る
み

な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
入

門
の
難
し
さ・
繊
細
さ
と
い
う
も

の
を
ご
存
知
の
方
が
多
い
と
思
い

ま
す
。

　

特
に
今
回
の
研
究
で
は
、
参
加

者
の
方
々
が
日
常
生
活
に
誰
か
の

手
助
け
が
い
る
状
態
の
た
め
囲
碁

の
覚
え
方
や
打
ち
方
に
も
工
夫
が

必
要
、
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

　

施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方
の

中
で
参
加
者
を
募
り
、
前
期
グ

ル
ー
プ
と
後
期
グ
ル
ー
プ
に
分
け

ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
で
囲
碁

入
門
教
室
実
施
の
前
後
で
認
知
機

能
を
測
定
し
、ど
の
よ
う
に
認
知
機

能
が
変
化
し
た
か
を
比
較
し
ま
す
。

　

各
グ
ル
ー
プ
は
週
1
回
、
1
時

間
、
全
15
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受

け
ま
す
。 

1
期
あ
た
り
、
約
3
ヶ

月
半
～
4
ヶ
月
ほ
ど
で
す
か
ら
、

前
後
期
を
合
わ
せ
る
と
お
お
よ
そ

今
年
度
末
（
3
月
末
）
ま
で
の
期

間
、
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

前
期
グ
ル
ー
プ
の
参
加
者

は
、
最
年
少
で
76
歳
、
最
年
長
は

1
0
4
歳
で
す
。

　

囲
碁
教
室
を
実
施
す
る
う
え
で

工
夫
を
す
べ
き
点
が
多
々
あ
り
、

私
も
初
め
て
の
経
験
が
多
い
た
め

毎
回
試
行
錯
誤
を
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
の
方
々
は
程
度
の
差
は

あ
れ
、
ル
ー
ル
を
覚
え
る
の
に
時

間
が
か
か
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
1
回
目
、
2
回
目
は

口
々
に
「
囲
碁
は
難
し
い
か
ら
」

研
究
開
始
！

「
年
寄
り
の
手
習
い
で
」
な
ど
と

敬
遠
さ
れ
、
碁
石
を
握
る
ま
で
に

も
時
間
を
要
し
ま
し
た
が
、
回
を

追
う
ご
と
に
少
し
ず
つ
心
情
的
に

も
技
術
的
に
も
、
囲
碁
に
な
じ
ま

れ
て
い
く
の
を
見
る
と
、
囲
碁
教

室
を
や
っ
た
甲
斐
が
あ
る
、
と
感

じ
る
も
の
で
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
の
生
活

に
、
囲
碁
が
寄
り
添
う
こ
と
が
で

き
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

と
は
?

研
究
方
式

囲
碁
教
室
の
様
子

長野県生まれ。趙治勲九段
門下。中央大学卒。2016 年
1 月に約 7 年勤めた富士通を
退職し、囲碁の持つ魅力を
広めるために囲碁界へ舞い戻
る。飯塚あいさんの囲碁療
法の研究支援を行っている。

連絡先
Tel. 090-3585-9462（村上）
E-mail. fukasi@hotmail.com

村 上  深

新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
貢
献
委
員　

村
上 

深

　

官
庁
、
大
学
と
勤
務
を
終

え
た
三
年
前
大
病
で
苦
闘
し

た
時
、逆
療
法
で
「
ケ
ン
カ
ッ

プ
」
に
参
加
し
痛
み
を
忘
れ

て
救
わ
れ
、
転
機
に
な
り
ま

し
た
。
プ
ロ
を
目
指
す
若
い

人
と
の
交
流
、
地
方
碁
界
を

支
え
る
活
動
を
続
け
、
お
役

に
立
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
23
年
秋
田
県
生
ま
れ
。

文
科
省
O
B
。
小
一
で
碁
を

覚
え
、
小
五
で
日
本
棋
院
福

田
正
義
六
段
に
内
弟
子
を
勧

め
ら
れ
る
。
全
国
大
会
戦
績

は
16
歳
と
53
歳
で
の
三
位
が

最
高
。

特
任
顧
問　

藤
井 

陽
光

5
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特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
で
の

囲
碁
教
室

囲碁教室の様子

房
長
で
退
官
。
日
本
芸
術
文

化
振
興
会
理
事
長
等
を
経
て
、

平
成
11
年
か
ら
12
年
間
愛
媛

県
知
事
。
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そ
の
こ
ろ
、
私
は
囲
碁
ナ
ビ

を
片
っ
端
か
ら
電
話
、
手
紙
で

「
署
名
活
動
へ
の
参
加
」
を
呼
び

掛
け
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
が

地
方
（
言
葉
が
適
切
で
な
い
か

も
）
の
場
合
は
「
そ
の
電
話
は

今
使
わ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
」
手

紙
は
「
宛
先
不
明
」
で
送
り
返

さ
れ
て
く
る
。
実
は
そ
れ
が

日
本
碁
界
の
重
大
問
題
な
の
で

す
が
、
そ
れ
が
続
く
と
志
気
阻

喪
し
て
く
る
ん
で
す
よ
ね
。
次

も
駄
目
だ
っ
た
ら
も
う
や
め
よ

う
か
。
そ
の
日
最
後
に
電
話
し

た
の
が
上
記
の
碁
会
所
で
し

た
。
電
話
が
通
じ
た
だ
け
で
も

嬉
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
席
亭

の
久
良
木
さ
ん
。「
私
は
子
供
の

教
育
に
は
か
ね
が
ね
強
い
関
心

を
持
っ
て
い
る
、
署
名
運
動
と

は
よ
く
始
め
た
。
頑
張
っ
て
く

れ
。
出
来
る
限
り
協
力
す
る
」

と
。
本
当
に
そ
の
時
の
気
持
ち

は
言
葉
に
言
い
表
せ
な
い
も
の

で
し
た
。
天
に
も
昇
る
と
は
こ

の
こ
と
か
、
そ
の
後
、
署
名
を

即 

五
〇
名
、
次
は
六
〇
名
と
何

回
も
。
人
脈
が
無
く
な
っ
た
と
、

県
議
会
議
員
ま
で
お
願
い
動
員

し
て
。
そ
の
間
手
紙
、
電
話
を

通
じ
何
回
も
や
り
取
り
し
て
い

る
う
ち
に
、
こ
の
方
を
全
国
特

に
地
方
の
方
に
紹
介
し
た
い
と

考
え
た
の
で
す
。
氏
の
水
巻
町

は
か
っ
て
石
炭
産
業
で
沸
い
た

と
こ
ろ
で
、
小
学
校
一
学
年
が

八
〇
〇
人
を
超
え
て
い
た
と
言

う
の
だ
か
ら
。
今
や
過
疎
何
て

い
う
程
度
の
も
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
。
そ
の
な
か
で
、
こ
の

元
気
は
一
体
何
な
の
だ
ろ
う
。

　

氏
の
お
父
上
は
三
菱
造
船

（
長
崎
）
で
被
爆
し
水
巻
町
に

帰
り
闘
病
生
活
を
続
け
た
。
そ

の
間
近
所
の
人
達
が
遠
賀
川
の

鯉
を
毎
日
の
よ
う
に
届
け
て
く

れ
、
そ
の
生
血
で
命
を
長
ら
え

た
。
そ
の
時
の
「
人
の
お
助
け
」

は
生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
と
。
署

名
運
動
に
つ
い
て
話
し
て
い
る

と
き
も
「
子
供
を
健
全
に
育
て

る
」
と
言
う
よ
う
な
こ
と
に
な

る
と
本
当
に
熱
が
入
る
。
恐
ら

く
氏
の
精
神
の
根
底
に
あ
の
生

血
の
こ
と
が
生
き
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。

　

碁
は
東
京
で
の
学
生
時
代
に

始
め
た
と
。
石
神
井
の
碁
会
所

へ
初
め
て
行
っ
た
と
き
に
は

十
三
級
で
打
ち
な
さ
い
と
。
風

鈴
を
い
く
つ
か
つ
け
て
、
で
す

か
ね
。
卒
業
後
田
舎
に
帰
っ
た

と
き
は
皆
に
た
の
ま
れ
て
碁
会

所
の
設
立
を
し
た
と
言
う
の
で

す
か
ら
、
人
望
だ
け
で
な
く
棋

力
も
相
応
の
レ
ベ
ル
に
な
っ
て

い
た
の
で
し
ょ
う
が
。

　

改
め
て
「
お
元
気
の
源
は
な

ん
で
す
か
」
と
お
聞
き
し
た
。

即
答
「
み
な
ぎ
る
向
上
心
の
継

続
こ
そ
わ
が
生
涯
の
青
春
な
り
」

こ
れ
っ
て
将
に
サ
ミ
ュ
エ
ル
・

ウ
ル
マ
ン
を
超
え
ま
す
ね
。
参

り
ま
し
た
。
投
了
で
す
。

文
＝
内
久
根
孝
一

水
巻
囲
碁
会
館　
福
岡
県
遠
賀
郡

全
碁
協
を
応
援
し
ま
す

未
経
験
者
・
初
心
者
大
歓
迎

囲
碁
サ
ロ
ン
渋
谷

渋
谷
区
宇
田
川
町

０
３（
３
７
８
０
）３
６
９
１

日
本
初
！　
時
間
制
碁
会
所

囲
碁
楽
園
・
田
無

席
亭
・
鮫
島
一
郎

０
４
２（
４
５
７
）１
５
０
０

全
碁
協
全
力
支
援
の

い
ず
み
囲
碁
ジ
ャ
パ
ン

東
京
駅
八
重
洲
南
口

０
３（
５
２
０
２
）６
０
０
６

徹
夜
で
碁
が
打
て
る

碁
席  

秀
策　
　

新
宿
・
歌
舞
伎
町

０
３（
３
２
３
２
）８
７
４
５

さ
い
た
ま
浦
和

サ
ロ
ン
ド
碁

南
浦
和
西
口
駅
前

０
４
８（
８
６
１
）５
５
１
９

碁
会
所
紹
介

碁
会
所
紹
介

第1号

席亭
久良木 功さん

水巻囲碁会館の外観

みなぎる向上心の

継続こそ

わが生涯の青春なり

二
、
鯉
の
生
血

一
、
元
気

三
、
碁
歴
等

四
、
こ
の
稿
を
起
こ
す
に
あ
た
り
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全
碁
協
・
菊
池
康
郎
理
事
長
が

8
月
20
日
、
88
歳
の
米
寿
を
迎

え
、
そ
の
お
祝
い
の
会
「
菊
ち
ゃ

ん
祭
り
」
が
21
日
、
渋
谷
囲
碁

サ
ロ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。「
賑
や

か
な
事
が
大
好
き
」
と
言
う
菊

　

同
じ
21
日
、
東
京
駅
の
い
ず

み
囲
碁
ジ
ャ
パ
ン
で
は
、
22
周

年
記
念
大
会
と
感
謝
の
夕
べ
が

開
催
さ
れ
た
。

　

同
サ
ロ
ン
は
、
東
京
駅
再
開
発

で
来
年
の
12
月
に
ク
ロ
ー
ズ
す
る

が
、
感
謝
デ
ー
に
は
、「
其
の
日

迄
の
五
百
数
日
を
ご
愛
顧
頂
い
た

フ
ァ
ン
の
皆
様
と
一
緒
に
盛
り
上

げ
て
幕
を
閉
じ
た
い
」
と
、
熱
血

漢
の
オ
ー
ナ
ー
・
全
碁
協
専
務
理

事
・
内
久
根
孝
一
社
長
の
熱
い
思

い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。

　

今
回
か
ら
全
碁
協
主
催
に

な
っ
た
「
第
11
回
ロ
ッ
テ
杯
こ
ど

も 

囲
碁
教
室
団
体
戦
」
が
、
7

月
18
日
い
ず
み
囲
碁
ジ
ャ
パ
ン

で
開
催
さ
れ
た
。 

　

こ
の
大
会
は
子
供
達
に
人
気

の
1
チ
ー
ム
3
人
の
団
体
戦
で

各
地
か
ら
69
チ
ー
ム
二
百
七
名

が
参
加
し
た
。

　

平
塚
の
小
柴
会
か
ら
「
楽
し

か
っ
た
」
と
嬉
し
い
寄
せ
書
き

（
写
真
）
が
届
い
た
。

　

二
人
の
放
課
後　

　
妻
は
五
年
で
初
段
に
な
っ
た

　
「
ペ
ア
碁
大
会
」
で
対
戦
し
た

美
し
い
奥
様
と
優
し
い
ご
主
人

か
ら
「
こ
ん
な
本
を
書
い
た
の
で

す
が
読
ん
で
頂
け
ま
す
か
」
と

渡
さ
れ
た
の
が
こ
の
本
。

　

リ
タ
イ
ア
す
る
前
か
ら
夫
婦

で
愉
し
め
る
趣
味
は
な
い
か
と

思
考
錯
誤
の
末
、
到
達
し
た
の

が
碁
だ
っ
た
と
か
。

　

ア
マ
は
5
・
6
級
で
伸
び
悩

ん
で
し
ま
う
人
が
多
い
と
言
う
。

此
の
ラ
イ
ン
を
如
何
に
突
破
す

る
か
努
力
の
過
程
が
分
か
り
易

く
書
か
れ
て
い
る
。「
夫
の
つ
ぶ

や
き
」「
妻
の
つ
ぶ
や
き
」
の
本

音
も
面
白
い
。
棋
力
ア
ッ
プ
毎

に
三
村
芳
織
三
段
に
棋
譜
を
見

て
貰
っ
た
コ
メ
ン
ト
も
参
考
に

な
る
。
一
読
を
お
薦
め
し
ま
す
。

け
や
き
出
版
・
千
円

　

池
理
事
長
に
ふ
さ
わ
し
い
、
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
演
奏
に
始

ま
り
、
望
月
研
一
七
段
に
ア
マ
が

挑
戦
す
る
十
三
路
盤
対
局
、
気
賀

康
夫
氏
の
プ
ロ
級
の
手
品
、
次
々

に
登
場
す
る
名
人
級
カ
ラ
オ
ケ

等
々
愉
し
い 

企
画
が
い
っ
ぱ
い

だ
っ
た
。  　
　

　

粋
に
ハ
ッ
ピ
を
着
こ
な
し
た
、

菊
池
理
事
長
か
ら
は
「
昔
か
ら
琴

棋
書
画
と
言
わ
れ
た
様
に
皆
さ

ん
も
碁
の
他
に
も
趣
味
を
持
っ

て
ド
ン
ド
ン
や
り
ま
し
ょ
う
」
と

若
々
し
い
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
日
サ
ロ
ン
に
は
、
菊
池

先
生
を
慕
う
人
々
が
入
れ
替
わ

り 

立
ち
代
わ
り
深
夜
ま
で
絶
え

る
事
が
無
か
っ
た
。

広
報
か
ら

川
村
麻
紗
子

菊
ち
ゃ
ん
祭
り

22
周
年
感
謝
デ
ー

楽
し
い
ロ
ッ
テ
杯

新
著
書
紹
介

12

3

4

新鮮な音楽とのコラボ

  

ク
ラ
ス
別
オ
ー
ル
互
先
の
熱
戦

の
後
は
、
食
事
を
囲
み
な
が
ら
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ピ
ア
ノ
・
ベ
ー

ス
の
ト
リ
オ
「
グ
ル
ッ
ポ
・
ミ
ケ

ラ
ン
ジ
ェ
ロ
」
に
よ
る
ピ
ア
ソ
ラ

他
の
名
曲
の
演
奏
を
愉
し
ん
だ
。

  

サ
ロ
ン
の
教
室
「
若
葉
会
」
で

「
一
間
飛
び
か
ら
教
え
て
頂
き
ま

し
た
」と
、顧
客
の
一
人
、清
家
礼

子
さ
ん
が
プ
ロ
並
み
の
ピ
ア
ノ
を

飛
び
入
り
披
露
し
喝
采
を
浴
び
た
。

  

「
以
前
か
ら
碁
と
音
楽
は
コ
ラ

ボ
す
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
益
々
盛
ん
に
な
っ
て

い
く
だ
ろ
う
」
と
内
久
根
社
長

の
言
葉
だ
っ
た
。

粋な祭り姿の
菊池理事長 

心温まる寄せ書き

出版した世古夫妻

全
碁
協
を
応
援
し
ま
す

二
十
四
世
本
因
坊
指
導

秀
芳
囲
碁
さ
ろ
ん

代
々
木
上
原
駅
北
口

０
３（
３
４
６
０
）５
５
９
０

９
年
目
の
新
装
開
店　

優 

碁
蕨
市
中
央
１
丁
目

０
４
８（
４
４
４
）３
０
０
３

慶
応
二
年（
一
八
六
六
年
）創
業　

平
井
碁
盤
店

新
宿
区
山
吹
町
3
6
6

０
３（
３
２
６
０
）２
９
７
２

ほ
っ
と
す
る
ね

箱
根
仙
石
原　

ホ
テ
ル
花
月
園

（
全
碁
協
賛
助
会
員
）

０
４
６
０（
８
４
）８
６
２
１

※
全
碁
協
会
員
は
ご
利
用
時

フ
ロ
ン
ト
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。
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沖
縄
で
生
ま
れ
、
碁
を
覚
え
た

私
は
、
父
と
行
く
碁
会
所
が
何
よ

り
の
楽
し
み
で
し
た
。
一
日
中
相

手
し
て
く
れ
た
お
じ
さ
ん
、
定
石

を
い
っ
ぱ
い
教
え
て
く
れ
た
お
じ

さ
ん
、
今
は
百
歳
く
ら
い
に
な
る

け
れ
ど
、
元
気
で
碁
を
打
っ
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

沖
縄
を
離
れ
京
都
で
高
校
生
活

を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
私
は
、

初
め
て
同
世
代
の
子
供
だ
け
の
囲

碁
大
会
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
高
校
選
手
権
で
す
。
三
年
間

を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
友
人
が
で

き
ま
し
た
し
、
全
国
に
は
と
て
も

歯
が
立
た
な
い
強
者
が
い
る
こ
と

対
局
し
て
い
て
こ
ん
な
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

 

「
あ
ー
や
っ
ぱ
り
そ
う

き
た
か
ー
。そ
こ
は
守
ら
な
い
と

い
け
な
い
と
思
っ
て
た
ん
だ
が
」

　
こ
れ
は
鋭
い
ツ
ッ
コ
ミ
の
手
。

 

「
え
ー
そ
う
く
る
の
？ 

そ
れ
ど

う
い
う
意
味
？
」

　
こ
れ
は
う
ま
い
ボ
ケ
の
手
。

　

厚
味
派
、
実
利
派
の
ご
と

く
、
ツ
ッ
コ
ミ
（
常
識
）
派
と

ボ
ケ
（
常
識
は
ず
れ
）
派
で
棋

界
を
眺
め
て
み
る
と
、
そ
れ
ぞ

れ
代
表
す
る
棋
士
が
う
か
び
ま

す
。
井
山
六
冠
は
？
そ
う
で
す
。

ボ
ケ
と
ツ
ッ
コ
ミ
、
ど
ち
ら
も

達
人
の
域
。
前
人
未
踏
の
偉
業

も
納
得
で
す
。

　

さ
て
盤
外
の
話
。
私
達
は
年

齢
を
重
ね
る
と
少
し
ず
つ
ツ
ッ

コ
ミ
上
手
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

も
知
り
ま
し
た
。後
に
団
碁
汁（
だ

ん
ご
じ
る
）
で
囲
碁
以
外
で
も
仲

良
く
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

る
と
は
、
当
時
は
全
く
考
え
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
仲
間
に

刺
激
さ
れ
て
囲
碁
の
勉
強
は
結
構

し
た
も
の
の
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し

て
自
分
の
理
想
と
は
程
遠
い
も
の

で
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
友
人
の
紹
介
で
級

位
者
を
指
導
す
る
機
会
に
恵
ま
れ

ま
し
た
。
こ
こ
で
不
思
議
な
こ
と

が
起
き
ま
す
。
生
徒
が
み
ん
な

強
く
な
っ
て
い
く
ん
で
す
。
や
っ

て
い
る
こ
と
は
単
純
で
、
打
ち
た

が
っ
て
い
る
生
徒
と
は
対
局
、
知

り
た
が
っ
て
い
る
生
徒
に
は
定

石
・
布
石
の
お
話
、
考
え
た
が
っ

て
い
る
生
徒
に
は
詰
碁
を
解
か
せ

る
、
と
い
っ
た
感
じ
で
す
。
そ

れ
が
有
効
な
方
法
か
は
分
か
ら
な

新
聞
を
読
ん
で
い
て
も
テ
レ
ビ

を
見
て
い
て
も
つ
い
社
会
に
モ

ノ
申
し
た
く
な
り
ま
す
。
一
方

で
ど
ん
ど
ん
ボ
ケ
る
こ
と
を
忘

れ
て
い
き
ま
す
。

　

ツ
ッ
コ
む
よ
り
ボ
ケ
る
ほ
う

が
難
し
い
の
で
す
。
お
笑
い
タ

レ
ン
ト
で
は
大
抵
ボ
ケ
担
当
が

映
画
監
督
。
ボ
ケ
は
創
造
の
源

泉
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
し

て
ツ
ッ
コ
ミ
は
ボ
ケ
を
輝
か
し

ま
す
。ど
ち
ら
が
い
い
悪
い
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、ツ
ッ
コ
ミ
偏
重

の
社
会
は
少
し
息
苦
し
そ
う
。

　

盤
上
で
自
由
に
ボ
ケ
る
こ
と

が
で
き
る
私
達
は
、
き
っ
と
盤

外
で
も
ボ
ケ
上
手
に
な
れ
ま
す
。

ボ
ケ
る
人
か
ら
は
い
つ
も
笑
顔

が
広
が
り
ま
す
。

　

私
達
は
世
の
中
を
明
る
く
照

ら
す
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

か
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
を
き
っ
か

け
に
囲
碁
道
場
を
開
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
優
秀
な

生
徒
が
育
ち
ま
し
た
。
特
に
子
供

の
可
能
性
は
恐
ろ
し
い
で
す
ね
。

今
は
生
徒
に
必
要
な
こ
と
を
考
え

勉強会（大盤解説しています）

ジュニア囲碁グランプリ（私が開催した囲碁合宿です）

も
っ
と
ボ
ケ
よ
う

根
本 

明 

の
『
目
の
つ
け
ど
こ
ろ
』

て
指
導
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
や
ら
さ
れ
る
勉
強
よ
り
や
り

た
い
勉
強
か
な
と
思
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し

な
が
ら
、
私
自
身
育
て
て
い
た
だ

い
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

連
載
2

新
城 
衛

私
の

全
碁
協
を
応
援
し
ま
す

棋
聖
・
名
人
・
王
座
戦
の
舞
台

常
盤
ホ
テ
ル

山
梨
県
甲
府
湯
村
温
泉

0
5
5（
2
5
4
）3
1
1
1

日
本
の
囲
碁
文
化
を
継
承
し
よ
う

日
本
の
伝
統
を
守
る
会

会
長
・
松
田
昌
士

０
３（
６
３
８
０
）８
４
１
２

囲
碁
を
通
じ
て

こ
ど
も
の
豊
か
な
こ
こ
ろ
を
育
て
よ
う

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

長
崎
こ
ど
も
囲
碁
普
及
会

長
崎 

０
９
５（
８
４
５
）６
８
０
９

全
碁
協
へ
入
会
し
ま
せ
ん
か

全
碁
協
会
員
募
集　
　

◆
正
会
員 

会
費

　
　
年
額  

１
２
０
０
０
円

◆
賛
助
会
員 

会
費

　
　
年
額  

1
０
０
０
０
円

◆
賛
同
会
員 

会
費

　
　
年
額  

2
０
０
０
円

◎
H
P
か
ら
も
申
し
込
み

　
で
き
ま
す

囲
碁
変
遷
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